
 

（第２号様式）   
令和８年４月30日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立平塚工科高等学校長  

令和８年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

① 科学技術教育に関す
る感性を醸成させ、幅広
い教養・技能・技術を身
に付けさせる。 
 
 
 
 
② 生徒一人ひとりに見
合った指導を工夫し、全
ての生徒が等しく学習者
として参加できる体制を
整える。 
 
 

①科学技術教育に関す

る幅広い教養・技能・

技術を、実習の授業を

中心に学校生活全般で

身に付けさせる。 

 

 

②５つの「系」間で、

専門分野以外の学習内

容に触れる機会を設

け、幅広い視野と高い

技術を身に付けさせ

る。 

①実習や探究活動を通し
て、学習内容と科学技術
を結び付け、知識を自分
事として捉えさせる。ま
た、資格取得等を通し
て、幅広い学びを体験さ
せる。 
 
②インターンシップや出前
授業などを通じて、幅広
い視野を身に着けさせ
る。 

①実習や探究活動の取組
みから技能・技術を身に
付けることができたか。
また、資格取得を向上さ
せることができたか。 
 
 
 
②インターンシップの参加
率の向上と出前授業や外部
講師の講話から、幅広い視
野を身に付けることができ
たか。 

     

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

① 基本的な生活習慣を
身に付けさせ、社会のル
ールを順守できる人材を
育成する。 
 
②支援が必要な生徒を適
切な機関につなげる支援
体制を構築する。 
 
 
③ 部活動や委員会活動
を活性化させ、責任感や
コミュニケーション能力
などの人間性を育む。 

①基本的生活習慣を確
立させ、社会のルール
を順守できる生徒を育
成する。 
 
②支援が必要な生徒が
いつでも相談できるよ
うに相談体制を構築す
る。 
 
③情報発信や勧誘活動
を工夫しながら、部活
動や委員会活動を活性
化させ、生徒の参加を
促す。 
 
 

①日々の指導や月１回行わ
れる校内外指導を通して、
基本的な生活習慣を確立さ
せるよう丁寧な指導を行っ
ていく。 
②教員だけでなく、SC や
SSW、外部とのつながりを
大切にし、学校全体で支援
できる支援体制を構築す
る。 
③新入生が、本校の部活動
にしっかりと接する機会を
設ける。新入生オリエンテ
ーションでの、部活動の説
明に生徒のアイディアを取
り入れる。部活動体験の時
間を設け、生徒が必ず複数
の部活動に触れられるよう
にする。活動ができる委員
会では、生徒が積極的に活
動できる機会を設ける。 

①社会でも通じる礼儀や身
だしなみを整えている
か。また、法令を遵守し
交通マナーを守って登下
校できているか。 
②サポートドック等のアン
ケート結果や保健室へ来
る生徒の不安感を面談等
を通して少しでも軽減す
ることができたか。 
③部活動の活発化の指標
は、部活動の加入率であ
る。昨年度の加入率 30％
を超え、50％の生徒が部
活動に所属したか。委員
会は、すべての委員会が
複数回の委員会を開催し
たか。 

     

３ 進路指導・支援 

① 生徒が主体的に進路
決定に向き合えるように
入学時から段階的に進路
指導の充実を図る。 
 
 
 
 
 
 
② 上級学校への進学を
見据えたキャリア教育を
実践する。 

①学校生活の様々な機

会を利用して、就職お

よび上級学校への進学

を視野に入れたキャリ

ア教育を実践し、本校

の魅力・特色として学

校外にも情報発信す

る。 

 

②就業体験の機会を設

ける。上級学校・企業

等との連携を図る。 

 

 

①各種ガイダンス等を前年

度より前倒しし、進路決定

へのプロセスをイメージさ

せる。学校説明会等の広報

活動では、本校のキャリア

教育の充実ぶりを発信す

る。 

 

 

②２学年でインターンシッ

プを実施する。本校で学ん

でいる専門知識を活かせる

ような企業の開拓をする。 

上級学校・企業などからの

出張授業や見学会を立案し

実施する。 

①就職・進学達成率が

100％であったか。各種ガ

イダンス時に、生徒アンケ

ートを取り、どのように有

効であったかを検証する。 

 

 

 

 

②持続可能なインターンシ

ップが実施できたか。上級

学校・企業等からの出張授

業や見学会を実施すること

ができたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

① 工業系専門高校とし
て、ものづくり体験教室
を始め、文化祭、学校へ
行こう週間等での地域へ
の公開で開かれた学校づ
くりを進める。 
 
 
② 保護者や地域社会と
の協働により開かれた学
校づくりをめざす。 

①本校の魅力・特色を

地域や中学生にわかり

やすく伝え、地域への

情報発信を強化する。 

 

 

 

②PTAや地域・企業等

との連携を拡充し、教

育活動の推進に取り組

むと共に、ものづくり

などを通じて地域に貢

献する。 

 

 

①学校ホームページや SNS

を通して本校の取組を積極

的に発信する。また、学校

説明会や部活動体験など中

学生や保護者が本校の活動

を理解できる場面を数多く

設定する。 

②PTA や地域、企業等と連

携した取組の実施とその情

報発信を積極的に実施す

る。 

②積極的に情報発信をする

ことで、学校説明会や部

活動体験、入試の倍率な

ど昨年度よりも多い人数

の中学生に興味を持って

もらえたか。 

 

②連携した事業の実施状況

とその実績が充実し、実

施した取組への参加者数

が増加につながったか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

① 職員の働き方改革を
推進し、事故・不祥事が
起こらない職場環境を創
造する。 
 
 
 
 
 
② 防災意識を高め、防
災力を上げる。地域の防
災拠点としての充実を図
る。 

①不祥事防止研修を職

員主体で実施するとと

もに、職員の働きやす

い職場環境を構築す

る。 
 
 
 
②教育課程の中で、実
践的に取り組むことが
できる防災教育の充実
と意識の向上に努め
る。 

①不祥事防止を自分事とし
て考えながら手立てを講じ
る。保護者や地域の理解を
得ながら、学校の働き方改
革を加速化させる。 
 
 
 
②自治体等と連携し、災害
時の避難経路や避難方法を
生徒へ周知しながら学校の
実態に即した避難訓練を実
施する。学校が避難場所と
して使用される際の効果の
検証を進める。 

①効果的な手立てを考え実
践することができたか。職
員の業務負担を軽減させ生
徒と向き合う時間を確保す
ることができたか。 
 
 
 
②防災に関する知識を習得
し、災害時への対策や意識
を前年度よりも高めること
ができたか。 

     

 


